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例会報告 第２７３５回 令和３年１１月２５日（木曜日） 天気：晴 

■例会司会：田渕副 SAA 

■開会点鐘：保田会長 

■Ｒソング：奉仕の理想 

■お客様 ：利岡徹様（ガバナー補佐） 

      野村昌弘様（高知西ＲＣ） 

四つのテスト  言行はこれらに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか  

４．みんなのためになるか どうか 

■会長報告  保田会長                          

皆さんこんにちは。先日宿毛四万十中村ＲＣ合同米山例会に行ってきました。 

プラズマの研究をしている高知工科大のインドネシアの方をご紹介いただきま

した。これからも応援していきたいと思っております。以上です。 

 

■幹事報告  岡﨑幹事                         

■ガバナー事務所より： 

・国際ロータリー第 2670 地区ガバナーノミニー・デグジネート決定宣言 

■宿毛地区地域安全協議会 

・９月１０月報告 

■市民祭宿毛まつり２０２１実行委員会より 

・市民祭宿毛まつり 2021 のお礼 

 

欠席届 10 名 

 

■委員長報告                               

大島桜公園担当委員会 高瀨副委員長 

12 月 12 日に大島小学校の三年生が見学に行きました。 

親睦担当委員会 池委員長 

4 団体ゴルフコンペ、ロータリークラブ優勝、個人は池、ベスグロ増田でした。 

 

■プログラム  有田委員長                        

高知第Ⅱ分区ガバナー補佐訪問  利岡 徹 

先ほど会長幹事会

でクラブの状況を

聞きました。宿毛

クラブは歴史もあ

り、元ガバナー補

佐もいらっしゃる

のでやりにくいで

すが、地区の概況

などを説明いたし

ます。 

私の母方の親せきが土佐清水にいて、若いころに高知から幡多の方に定期

船で訪れていました。この地域には思い出があります。 

今年度のＲＩの方針やガバナーの方針は後日東ガバナーが訪問されるとき

に話があると思います。女性会員増員についてＲＩでも目標が出ているよ

うで、高知クラブでも15名の女性会員がいます。これは１８％でして、私

の西クラブでは1名～2名ということで、ＲＩのハードルに至っていないで

す。宿毛クラブでも女性会員がいないということで、ぜひターゲットにし

てもらいたいと思っています。ただ、以前には女性会員が入ったら退会す

るといった人もいましたが、今はそんな時代ではないのでぜひ増やして行

ってほしいと考えていただきたいと思います。 

私が入会したのは昭和62年でして、在籍34年になります。これまで目立っ

たことはしてきませんでしたが、今年やれということでやらせていただい

ています。 

高校を出て進学の為に県外に出た後、トヨタ自動車に技術者として入社

し、車の設計を行っていました。当時はアメリカで排ガス規制などあり、

環境問題に取り組まなければならない状況でして、クリアしないとアメリ

カに輸出できないという時代でした。当時トヨタ自動車は人使いの荒い会

社で徹夜で仕事することも当たり前に近く、少しいい加減なこともあり、

東名高速道路でテストしたりもしていました。 

その後事情がありまして、昭和54年に高知に戻りました。長年地元を離れ

ており友人も少なく、人脈もなかったです。近所に小学校の同級生がい

て、同級生のご主人がＪＣに入っており、勧誘されたので入会しました。

ＪＣを卒業してそのまま高知西ロータリークラブに入会しました。当時は

ガバナー補佐という名前はなく、分区代理と言ってました。私の父親の実

家が大町と申しまして、その関係で先輩方に可愛がってもらいました。当

時は仕事も忙しく、例会に適当に出るくらいで、大した活動はしておりま

せんでした。今は亡きワークウェイの奥村さんが会長をされるときの幹事

をし、その後会長も受け、その後西クラブから岡内ガバナーを輩出すると

きの会計長をやりました。そののちは少し平凡な活動でしたが、西クラブ

から補佐を出す役割が回ってきたので、古希も過ぎたのですが、お引き受

けをいたしました。 

社会人になって車

を作る仕事に打ち

込んで、高知に戻

ってからは車を売

る仕事に転身しま

した。作る仕事と

売る仕事は大変な

ギャップがあり、

作るときはお客様

の顔を考えることすらなかったのに、売る方になってみると、かなり違っ

ておりカルチャーショックを受けました。当時双子の次男と次女が1歳の

時に高知へ戻ってきましたので、家庭内も忙しく、仕事も大変でした。自

動車の販売業界というのは、私が高知へ戻ってきたときはモータリゼーシ

ョンで販売過渡期に差しかかった時でしたので、今のようにお客様第一と

いう時代ではなかったのです。売ったら売りっぱなしで後の面倒は見ない

という感じでした。そういう状況の中でちょうどメーカーが主催した会合

で、お客様満足（CS）を教えていただいたのです。その後の研修会でもCS

については多く学びました。それを社内で定着をさせていきました。CS向

上を目指すと、従業員が苦労しなければならないので、従業員の満足度が

落ちてしまうというジレンマの解決が課題になってくるわけです。当時は

整備と販売が反発することもあったのですが、お客様のためにどうするか

を考えながら、従業員同士が助け合うことが肝心であることが社内に広ま

りました。ロータリーの理念である相互扶助が企業においても大事だった

のです。 

ロータリーが設立された1905年、ポールハリスが不況下のシカゴでビジネ

スを助け合いながら親睦をしていくことが大事だと考えたと聞いていま

■会長        保田 孝司          ■例会日：毎週木曜日 12:30～13:30 
■幹事        岡﨑 利久          ■例会場：宿毛市幸町 秋沢ホテル 
■ＳＡＡ       小栗 学           ■事務所 
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■社会奉仕委員長   筒井 大八                 URL    http://www.gallery.ne.jp/~sukumorc/ 
■国際奉仕委員長   増田 博和           E-Mail sukumorc@mb.gallery.ne.jp 
■青少年奉仕委員長  二神 雅彦 



す。 

私たちは今コロナ禍にいます。そういう時こそ相互扶助の理念を再考すべ

きだと考えます。 

さらに、タイのRI会長のリチャイさんが高知で講演されたときに、ロータ

リーの会員は職業倫理や社会規範をもって事業をしていなければならない

とおっしゃっていました。そういったロータリーの思想の根本にあること

をしっかり見つめなおして、会員の為に、地域の為に何ができるのかを気

軽に話ができるということがロータリークラブの原点であるべきで、なん

でもフランクに困っていることを議論相談していける雰囲気づくりが大切

なのではないかと思っています。 

私たちの高知西ＲＣは親睦の西と言われるくらい遊びが多くて、なんでも

言い合えるクラブです。 

ぜひ皆さんもそういったスタイルを目指していって欲しいと思います。 

今回はガバナーのお手伝いを何とか行い、少しでもお役に立てればと考え

ております。 

クラブ会長のサポートをするということと、クラブの活性化のお手伝いを

するということをガバナーの目標にしておりますので、この一年間何とか

皆様と一緒に頑張っていきたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

 

■ニコニコ                               

利岡ガバナー補佐                        5,000円 

   

池会員                          1,000円 

  ４団体ゴルフ優勝しました 

 

■出席報告                                

５６．００％ 


